
盛
岡
市
議
会
は
、
三
月
二

七
日
の
本
会
議
で
「
子
ど
も

た
ち
の
放
射
線
被
ば
く
を

低
減
化
す
る
こ
と
に
関
す

る
請
願
」
を
全
会
一
致
で
採

択
し
ま
し
た
。

こ
の
請
願
の
内
容
は
「
盛

遠
野
市
で
は
、
各
農
家
が

保
管
し
て
い
る
汚
染
牧
草
計

一
五
〇
〇
ト
ン
を
、
市
内
の

青
笹
、
宮
守
、
附
馬
牛
の
三

ヶ
所
の
保
管
倉
庫
に
六
月
末

を
め
ど
に
搬
入
し
、
焼
却
処

理
を
加
速
さ
せ
る
と
伝
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
放
射
性
汚
染

物
を
一
般
焼
却
施
設
で
焼
却

し
埋
設
す
る
こ
と
は
、
放
射

性
物
質
を
環
境
に
拡
散
さ
せ

危
険
で
す
。
煤
じ
ん
や
残
灰

が
下
宮
守
の
静
養
園
最
終
処

分
場
で
埋
設
さ
れ
始
め
ま
し

岡
市
の
除
染
基
準
を
現
在

の
毎
時
一
マ
イ
ク
ロ
シ
ー

ベ
ル
ト
か
ら
、
〇
・
一
九
マ

イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
に
引

き
下
げ
る
こ
と
」「
学
校
な

ど
教
育
施
設
や
公
園
な
ど
、

特
に
幼
児
や
児
童
が
使
用

す
る
場
所
の
土
壌
調
査
を

行
う
こ
と
」
の
二
点
を
要
請

し
て
い
ま
す
。

＊
「
毎
時
〇
・
一
九
マ
イ
ク
ロ

シ
ー
ベ
ル
ト
」
は
屋
内
の
生
活
も

入
れ
て
年
間
の
外
部
被
曝
が
、

「
一
㍉
シ
ー
ベ
ル
ト
」
に
な
る

と
さ
れ
て
い
る
数
字
。
内
部
被

ば
く
は
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
。

た
が
、
岩
手
県
の
測
定
資
料

に
よ
る
と
、
昨
年
五
月
一
一

日
の
排
水
か
ら
一
㍑
あ
た
り

三
ベ
ク
レ
ル
の
放
射
性
セ
シ

ウ
ム
が
検
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
本
紙
第
一
二
四
号
参
照
）

事
態
を
憂
慮
し
た
市
民

の
皆
さ
ん
が
四
月
二
二
日

遠
野
市
役
所
を
訪
れ
、
遠
野

市
長
宛
放
射
能
汚
染
牧
草

の
焼
却
・
埋
設
に
つ
い
て
、

そ
の
危
険
性
を
訴
え
る
要

望
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

岩
手
県
で
発
生
し
た
震

災
が
れ
き
に
つ
い
て
、
わ
ざ

わ
ざ
県
外
に
持
ち
出
し
一

般
焼
却
施
設
で
焼
却
、
埋
設

す
る
措
置
が
な
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
「
放
射
能
汚

染
の
拡
散
」
と
「
公
金
の
無

駄
遣
い
」
で
あ
り
不
合
理
こ

の
上
な
い
こ
と
で
す
。

宮
古
市
の
「
汚
染
牧
草
焼

却
を
考
え
る
宮
古
の
会
」

（
代
表
古
館
和
子
さ
ん
）
ら
岩

手
県
内
の
市
民
団
体
有
志

六
人
が
、
四
月
二
六
日
、
岩

手
県
庁
を
訪
れ
達
増
拓
也

岩
手
県
知
事
に
中
止
を
求

め
て
住
民
監
査
請
求
を
行

い
ま
し
た
。

原
発
事
故
に
よ
っ
て
岩

手
県
内
に
も
放
射
能
で
汚

染
さ
れ
た
が
れ
き
や
牧
草
、

原
木
な
ど
が
発
生
し
ま
し

た
。
こ
れ
ら
の
汚
染
物
は
焼

却
し
て
も
放
射
能
は
減
り

ま
せ
ん
。

震
災
が
れ
き
は

当
初
過
大
に
見
積
も
ら
れ
、

国
の
復
興
予
算
中
の
「
が
れ

き
処
理
費
」
は
総
額
で
約
三

六
〇
〇
億
円
に
達
し
ま
し

た
。
こ
の
巨
額
の
公
金
を

「
除
染
」
に
名
を
借
り
て
利

得
を
得
よ
う
と
す
る
利
権

集
団
が
あ
り
そ
の
自
由
に

さ
せ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

《天恵の海》
２０１３（平成２５）年

５月 １１日

第１２７号
編集事務局 S.Oshida

ＴＥＬ・ＦＡＸ 019-623-1636

三陸の海を放射能から守る

岩手の会

郵便振替 02240-5-102650

ホームページ《再処理／岩手の環境》
http://homepage3.nifty.com/gatayann/env.htm

《まった再処理分庫》
http://briefcase.yahoo.co.jp/k_imag

昨
年
の
五
月
五
日
の
こ
ど

も
の
日
を
、
私
た
ち
は
日
本
中

の
原
発
が
「
稼
働
ゼ
ロ
」
と
な

っ
て
迎
え
ま
し
た
。
が
、
大
部

分
の
国
民
の
大
反
対
に
も
か

か
わ
ら
ず
野
田
内
閣
は
大
飯

原
発
を
無
理
や
り
動
か
し
、

「
稼
働
ゼ
ロ
」
は
五
七
日
で
ス

ト
ッ
プ
。
し
か
し
去
年
の
夏
は

「
原
発
な
し
で
も
電
気
は
十

分
」
と
い
う
こ
と
が
全
国
民
の

前
で
実
証
さ
れ
ま
し
た
。

福
島
原
発
事
故
の
悲
惨
な

現
実
を
体
験
し
て
な
お
、
未
だ

に
原
発
に
し
が
み
つ
き
、
国
民

を
危
険
な
目
に
あ
わ
せ
よ
う

と
す
る
原
発
推
進
の
利
権
集

団
を
許
す
こ
と
は
出
来
ま
せ

ん
。
岩
手
で
も
、
「
核
被
ば
く

か
ら
の
脱
出
」
を
目
指
し
て
、

多
く
の
市
民
た
ち
が
運
動
を

勧
め
て
い
ま
す
。
子
供
た
ち
の

未
来
の
た
め
に
、
連
帯
を
深
め

前
進
し
ま
し
ょ
う
。



日
本
原
燃
で
の
や
り
取
り

食
糧
生
産
地
・
東
北
を
放

射
能
汚
染
か
ら
守
り
た
い

工
藤
理
事
長
は
じ
め
組

合
員
出
席
者
は
「
日
本
の
食

糧
生
産
地
で
あ
る
青
森
・
岩

手
な
ど
東
北
を
放
射
能
汚

染
か
ら
守
り
た
い
。
取
り
返

し
が
つ
か
な
く
な
る
前
に

再
処
理
を
や
め
て
ほ
し
い
」

と
要
請
を
行
い
、
さ
ら
に

「
や
め
て
も
再
処
理
工
場

の
廃
止
の
た
め
に
は
、
最
新

の
技
術
や
作
業
が
必
要
。
そ

の
た
め
に
お
金
が
使
わ
れ

る
な
ら
私
た
ち
も
納
得
す

る
。
方
向
転
換
を
す
る
の
は

今
で
は
な
い
か
」
と
い
う
意

見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

原
燃
担
当
者
は
「
個
人
的

に
は
気
持
ち
は
わ
か
る
が
、

三
・
一
一
後
も
地
元
か
ら
の

反
対
意
見
は
な
く
、
日
本
の

こ
れ
か
ら
の
経
済
成
長
や

震
災
復
興
に
は
電
気
＝
原

発
は
必
要
で
、
安
全
を
最
優

先
に
再
処
理
し
て
い
き
ま

す
」
と
い
う
回
答
で
し
た
。

再
処
理
の
巨
額
コ
ス
ト
や
高

濃
度
廃
液
に
つ
い
て
質
問

「
再
処
理
の
コ
ス
ト
に
つ

い
て
収
支
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
。
」「
海
へ
放
出
し

て
い
る
放
射
性
排
液
に
つ

い
て
福
島
原
発
に
は
濃
度

規
制
が
有
る
が
再
処
理
工

場
に
は
な
い
。
ど
う
な
っ
て

マ
ス
コ
ミ
に
よ
る
と
原
子

力
規
制
委
員
会
は
四
月
一
五

日
か
ら
、
使
用
済
み
核
燃
料

再
処
理
工
場
な
ど
の
核
燃
サ

イ
ク
ル
施
設
や
研
究
炉
の
新

し
い
規
制
基
準
の
検
討
を
始

め
た
と
報
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

再
処
理
工
場
と
燃
料
加
工

施
設
に
新
た
に
過
酷
事
故
対

策
を
求
め
る
ほ
か
、
対
象
が

多
様
な
た
め
施
設
の
危
険
度

に
応
じ
た
基
準
を
作
成
す
る

方
針
と
い
い
ま
す
。

再
処
理
工
場
に
は
こ
れ
ま

で
約
二
兆
二
〇
〇
〇
億
円
も

の
巨
費
が
投
ぜ
ら
れ
今
後
さ

ら
に
こ
の
数
倍
も
の
投
資
が

必
要
で
す
。
し
か
し
一
ワ
ッ

ト
の
電
気
を
生
み
出
す
わ
け

い
る
の
か
。
」
と
い
う
質
問

が
な
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し

内
容
の
あ
る
回
答
は
得
ら

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

生
活
ク
ラ
ブ
生
協
に
よ

る
、
食
を
守
り
た
い
と
い
う

切
実
な
視
点
で
の
申
し
入

れ
に
、
日
本
原
燃
担
当
者
は

幾
分
共
感
す
る
よ
う
な
表

情
も
見
せ
て
い
ま
し
た
。

六
ヶ
所
村
役
場
で
の

や
り
取
り

本
来
の
自
立
の
道
は
？

で
も
な
く
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
と

い
う
核
爆
弾
の
材
料
を
生

産
し
高
レ
ベ
ル
廃
液
と
い
う

危
険
物
を
作
り
ま
し
た
。

再
処
理
工
場
は
地
球
規
模

の
過
酷
な
放
射
能
汚
染
事
故

を
引
き
起
こ
し
か
ね
な
い
存

在
な
の
に
政
府
や
事
業
者
は

「
高
レ
ベ
ル
廃
液
の
漏
洩
の

環
境
影
響
評
価
は
行
っ
て
い

な
い
」（
本
紙
第
一
一
八
号
参
照
）

と
平
気
で
回
答
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
超
危
険
な
施
設

は
廃
止
・
撤
退
す
る
し
か
な

い
。
完
全
に
廃
止
す
る
た
め

の
道
筋
と
し
て
、
再
処
理
工

場
の
「
規
制
見
直
し
」
は
深

層
防
護
の
立
場
で
厳
し
い
も

の
と
す
る
べ
き
で
す
。（
尚
）

村
担
当
者
か
ら
は
、
現
人

口
一
万
一
千
人
中
原
燃
関

係
社
員
が
約
二
千
人
と
い

う
村
経
済
の
現
状
を
聞
き

ま
し
た
。
実
際
に
村
に
住
む

人
た
ち
の
苦
悩
が
心
に
響

き
ま
し
た
。
し
か
し
、
組
合

員
か
ら
「
他
人
の
お
金
は
身

に
つ
か
な
い
の
で
は
？
」
と

い
う
意
見
が
出
さ
れ
、
担
当

者
か
ら
は
「
村
長
は
交
付
金

を
使
っ
て
交
付
金
に
頼
ら

な
い
自
立
し
た
村
の
確
立

を
目
指
し
て
い
る
」
と
い
う

言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

生
活
ク
ラ
ブ
生
協
岩
手
の
工
藤
朋
子
理
事
長
と
八
人
の
組
合
員
が
、
四

月
九
日
、
六
ヶ
所
村
を
訪
れ
、「
六
ヶ
所
再
処
理
工
場
の
試
験
と
本
格
稼
働

の
中
止
を
求
め
る
要
望
書
」
を
日
本
原
燃
と
六
ヶ
所
村
へ
提
出
し
ま
し
た
。

日
本
原
燃
で
は
、
広
報
部
か
ら
四
人
の
出
席
が
あ
り
工
藤
理
事
長
が
要

望
書
を
読
み
上
げ
て
手
渡
し
、
約
一
時
間
質
問
や
意
見
の
や
り
と
り
を
行

い
ま
し
た
。
更
に
六
ケ
所
村
役
場
を
訪
問
し
、
同
趣
旨
の
要
望
書
を
提
出
。

企
画
・
防
災
部
門
原
子
力
対
策
課
の
職
員
三
名
が
対
応
し
ま
し
た
。

生活クラブ生協岩手の要請行動につい

てホームページ『生活クラブ岩手』に報

告が載っています。

http://iwate.seikatsuclub.coop/ne

ws/2013/04/post-77.html

要望事項
六ヶ所再処理工場の試験および

本格稼働を早期に中止することを

要望します。

要望理由（要約）

・東北は日本の食糧基地であり、私

たち生活クラブ生協の提携生産者

の生産地でもあります。六ヶ所再処

理工場により私たちの食が奪われ

ることを危惧します。

・再処理工場下に活断層がありマグ

ニチュード８クラスの地震が起き

る可能性が指摘されています

・高レベル放射性廃液は電源喪失に

より冷却機能を失うと約２４時間

で沸騰します。膨大なセシウム１３

７などが大気中に放出される危険

があります。

・使用済み核燃料３〇〇〇㌧プール

は満杯で危険な状態です。

・万が一過酷事故が起これば青森県

全域と岩手県、秋田県、北海道の一

部は半致死線量汚染地域になるな

ど広範な被害をもたらします。

以上の理由から、六ヶ所再処理工

場の稼働中止を要望します。


